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はじめに
　介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の
一部を改正する法律が、平成 23 年 6 月 22 日に交付














































































































①質問紙法は、基礎研修 50 時間を 7 日間の
日程で行ったうち、
1回目；平成 24 年 9 月 30 日（研修会開始直前）
2回目；11 月 3 日（吸引、経管栄養概論講義後；
　　　 5 日目）
3回目；12 月 1 日（全講義修了後；7日目）








































病院 2.1％（2名）、その他 14.6％（14 名）であった。
資格は、介護福祉士 86.5％（83 名）、ヘルパー 9.4％





















表 2 意識調査時の講義内容 
回数 講義の内容 
1 回目 （講義前のオリエンテーション時） 
2 回目 喀痰吸引等研修導入の経緯 人間と社会 安全な療養生活 
保健医療制度とチーム医療  清潔保持と感染予防 健康状態の把握 
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